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◇第1回理事会開催

◇令和元年度 管理美容師資格認定講習会

◇第40回国家試験のお知らせ

◇新・ハートフル美容師養成研修のお知らせ

◇りびようコラム
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開
催
日
時　

平
成
31
年
4
月
22
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

開
催
場
所　

理
美
容
会
館

　
　
　
　
　

3
Ｆ
会
議
室

出
席
理
事　

18
名
（
欠
席
理
事
1
名
）

出
席
監
事　

2
名
（
欠
席
監
事
0
名
）

出
席
支
部
長　

3
名

　
　
　
　
　
　
（
欠
席
支
部
長
0
名
）

議　
　

長　

岡　

美
樹

議
事
録
作
成
理
事　

三
國
克
明

　

開
会
に
先
立
ち
、光
文
堂
よ
り「
赤
ち
ゃ

ん
筆
」「
ウ
ィ
ッ
グ
」
等
の
商
品
、シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
、
事
業
部
の

事
業
と
し
て
組
合
員
に
販
売
斡
旋
を
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項

1�

．
全
美
連
【
東
海
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
】

組
織
強
化
担
当
者
会
議
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
報
告

2�

．
新
潟
県
美
容
講
師
会
「
〜
着
物
の
つ

ど
い
〜
新
潟
駅
南
を
歩
こ
う
」
に
つ
い

て
3�

．
全
美
連
第
377
回
・
378
回
理
事
会
に
つ

い
て

4�

．
全
美
連
第
3
回
・
第
4
回
共
済
委
員

会
に
つ
い
て

　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

5�

．
新
潟
県
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

発
表
・
講
習
会
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
報
告

6�

．
後
継
者
育
成
支
援
協
議
会
に
つ
い
て�

7�

．
東
海
北
信
越
理
事
長
会
議
に
つ
い
て

8�

．
指
導
セ
ン
タ
ー
衛
生
水
準
の
確
保
・

向
上
事
業
推
進
会
議
に
つ
い
て

9�

．
全
日
本
美
容
講
師
会　

高
度
研
修
会

に
つ
い
て

10�

．
県
生
衛
団
体
花
角
英
世
後
援
会
設
立

総
会
に
つ
い
て

　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

11�

．
新
潟
理
容
美
容
専
門
学
校
卒
業
式
・

入
学
式
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
の
代
わ
り
に
理
事
長
よ
り
報

告12�

．
指
導
セ
ン
タ
ー
第
2
回
理
事
会
に
つ

い
て

13�

．
平
成
30
年
度
脱
退
者
出
資
金
返
金
に

つ
い
て

　

以
上
、
経
理
部
長
よ
り
報
告

14�

．
全
美
連
総
合
福
祉
共
済
制
度
平
成
30

年
度
支
部
奨
励
金
・
報
奨
金
支
給
に
つ

い
て

　

厚
生
部
長
よ
り
報
告

15�

．
平
成
30
年
度
新
規
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
奨
励
金
支
給
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
報
告

16�

．
事
業
部
支
部
手
数
料
配
分
に
つ
い
て

　

事
業
部
長
よ
り
報
告

　

議
長
以
上
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
異
議
無
く
了
承
さ
れ
た
。

議
　
　
題

第
1
号
議
案　
　

第
36
回
通
常
総
代
会
開

催
に
関
す
る
件

　

理
事
長
よ
り
別
紙
資
料
に
基
づ
き
総
代

会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
資
格
審
査
委
員
・
議

長
他
当
日
の
役
員
の
執
行
部
選
任
（
案
）、

議
案
、
来
賓
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　

議
長
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
2
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
並

び
に
平
成
31
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
に

つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
総
代
会
で
は
事
業
報
告
・

事
業
計
画
の
重
要
課
題
を
自
身
で
説
明
・

提
案
し
、
補
足
事
項
が
あ
る
場
合
の
み
各

部
長
よ
り
説
明
す
る
こ
と
と
提
案
が
さ
れ

た
。
本
会
議
で
は
各
部
長
よ
り
資
料
に
基

づ
き
事
業
報
告
の
説
明
が
さ
れ
、
経
理
部

長
よ
り
一
般
、
講
習
会
、
競
技
大
会
、
事

業
部
、
共
済
会
の
各
会
計
に
つ
い
て
収
支

決
算
報
告
が
な
さ
れ
た
。
監
事
か
ら
、
定

款
第
62
条
に
よ
り
平
成
31
年
4
月
5
日
に

平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
の
各
事
項

に
つ
い
て
監
査
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
は
適

正
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
、
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に

つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
各
部
長
よ
り
資
料

に
基
づ
き
事
業
計
画
の
説
明
の
後
、
経
理

部
長
よ
り
各
会
計
に
つ
い
て
収
支
予
算
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。

質
疑
応
答

理
事
…
昨
年
初
め
て
県
内
1
カ
所
で
ト
ッ

第
一
回
理
事
会
開
催

プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド
講
習
会
を
発
表
会

と
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
参
加
に
関
し
て
の
意
向
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

中
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
遠
く
な
っ
て
参
加
者

は
減
っ
た
。
昨
年
の
よ
う
な
大
き
な
会
場

よ
り
も
小
さ
い
会
場
の
方
が
近
く
で
内
容

が
濃
い
も
の
と
な
る
。
組
合
員
さ
ん
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
の
従

来
通
り
近
く
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

下
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
ブ
ロ
ッ
ク
単
独
で

や
っ
て
も
年
々
参
加
者
は
減
っ
て
き
て
い

た
。
昨
年
は
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り

一
つ
の
有
り
様
と
感
じ
た
。
私
と
し
て
は

今
後
1
カ
所
で
致
し
方
な
い
と
考
え
て
い

る
。
帯
結
び
に
関
心
が
あ
り
参
加
さ
れ
て

い
る
方
が
多
い
。
理
事
長
が
提
案
し
た
通

り
技
術
的
な
も
の
は
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
で

提
供
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

新
潟
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
個
人
的
な
意
見
と
し

て
昨
年
の
や
り
方
が
よ
い
と
思
う
。
組
合

員
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
で
講
習
会
を
す
る
と
経
費
が
要
る
。
ま

た
券
の
割
当
等
支
部
員
に
負
担
が
掛
か
っ

て
い
る
。
本
当
に
講
習
会
を
見
た
い
、
勉

強
を
し
た
い
人
だ
け
が
参
加
す
れ
ば
よ

い
。
今
後
ど
ん
ど
ん
と
組
合
員
が
減
れ
ば

ブ
ロ
ッ
ク
の
収
入
も
減
る
。
別
な
方
法
で

組
合
員
に
技
術
を
伝
え
る
場
を
設
け
ら
れ

た
ら
と
私
は
考
え
る
。

上
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
…
正
直
な
と
こ
ろ
上
越

か
ら
新
潟
ま
で
行
っ
て
講
習
会
を
見
る
方

は
圧
倒
的
に
少
な
く
な
る
。
先
日
上
越
ブ

ロ
ッ
ク
総
会
で
こ
の
話
を
し
た
。
県
の
意

向
も
理
解
で
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
独

自
で
開
催
し
よ
う
か
と
教
育
部
長
と
話
し

を
し
て
い
る
。
決
定
で
は
な
い
が
6
月
中

に
支
部
長
・
教
育
部
長
で
集
ま
り
話
を
進

め
て
い
き
た
い
。
県
内
1
会
場
と
す
る
こ

と
に
反
対
意
見
は
多
々
あ
る
が
、
致
し
方

な
い
か
と
私
は
思
う
。

支
部
長
…
先
週
の
支
部
役
員
会
で
こ
の
話

を
し
た
。
上
越
同
様
遠
い
か
ら
行
き
難
い

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。
1
会
場
に
な
る

の
は
致
し
方
な
い
と
し
な
が
ら
も
長
岡
や

他
地
域
で
の
持
ち
回
り
に
な
ら
な
い
か
と

の
意
見
も
出
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
た

い
。

理
事
長
…
昨
年
は
全
国
大
会
直
後
で
あ
れ

も
こ
れ
も
参
加
と
は
い
か
な
い
方
が
多

か
っ
た
と
思
う
。
会
場
も
早
目
に
動
い
て

今
後
は
交
通
の
便
の
も
っ
と
よ
い
所
で
行

な
い
た
い
。
予
算
案
で
Ｔ
Ｍ
講
習
会
費
は

減
り
、
予
備
費
が
な
い
状
況
に
あ
る
。
4

か
所
で
開
催
は
今
後
さ
ら
に
難
し
い
状
況

に
な
る
。
最
低
限
き
ち
ん
と
し
た
内
容
で

開
催
す
る
た
め
に
1
会
場
と
す
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
Ｔ
Ｍ
の
内
容
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
ブ
ロ
ッ
ク

や
支
部
で
技
術
的
な
講
習
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
し
、
Ｔ
Ｍ
に
こ
だ
わ
ら
ず
ブ

ロ
ッ
ク
等
で
別
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
を

開
催
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

支
部
長
…
支
部
の
役
員
会
で
、
難
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
は
い
る
が
、

共
済
会
と
総
合
福
祉
共
済
の
入
院
見
舞
金

が
他
の
一
般
の
保
険
同
様
に
1
日
か
ら
支

給
さ
れ
な
い
か
と
意
見
が
あ
っ
た
。

理
事
長
…
充
実
し
た
内
容
に
す
る
た
め
に

は
掛
金
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
時
点
で
は
し
た
く
な
い
。

厚
生
部
長
…
県
の
共
済
会
は
年
額
３
，

０
０
０
円
、
福
祉
共
済
は
月
額
で
年
齢
に

よ
り
異
な
る
。
休
業
補
償
共
済
は
1
口
年

額
６
，
０
０
０
円
で
、
年
齢
に
応
じ
た
給

付
額
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
支
部

の
方
々
に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

事
務
局
…
入
院
し
な
い
と
も
ら
え
な
い
と

不
満
の
声
が
聞
か
れ
た
が
、
休
業
補
償
共

済
で
あ
れ
ば
自
身
が
就
労
で
き
な
け
れ
ば

給
付
対
象
と
な
る
。
一
人
営
業
の
方
は
特

に
収
入
が
途
絶
え
る
の
で
、
万
一
の
場
合

に
備
え
て
加
入
を
勧
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

事
業
部
長
…
Ｔ
Ｍ
講
習
会
の
1
会
場
は
ど

こ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

理
事
長
…
決
定
は
し
て
い
な
い
。た
だ
し
、

県
の
事
業
と
し
て
や
る
場
合
は
事
務
方
が

準
備
か
ら
会
計
ま
で
担
う
こ
と
を
考
慮
す

る
と
新
潟
市
で
行
う
の
が
よ
い
と
思
わ
れ

る
。今
年
度
は
新
潟
市
を
会
場
と
す
る
が
、

開
催
希
望
が
あ
り
そ
の
地
域
の
常
任
を
筆

頭
に
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば

新
潟
市
以
外
で
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、

あ
く
ま
で
も
県
の
事
業
で
あ
る
。
開
催
時

期
は
全
国
の
発
表
会
が
終
わ
っ
た
秋
頃
に

行
う
予
定
で
あ
る
。

理
事
…
昨
年
は
全
国
大
会
慰
労
会
と
併
せ

て
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
今
年
も
同
数
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

理
事
長
…
よ
り
多
く
の
参
加
者
と
な
る
よ

う
他
の
も
の
と
も
併
せ
て
計
画
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

議
長
、
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
に

つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

第
3
号
議
案　

第
39
回
東
海
北
信
越
美
容

研
修
会
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
た
。
申
込
者
数
130
名
、バ
ス
3
台
、

宿
泊
は
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
と

な
る
。
事
務
局
よ
り
、
旅
程
表
を
配
布
し

た
が
、
最
終
案
内
を
申
込
者
に
個
別
に
送

付
す
る
。

　

議
長
第
3
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ�

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ�

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ�

２
０
１
９
に
つ

い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
、
会
場
は
昨
年
同
様
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
1
／
3
を
使
用
す
る
。
競
技
種

目
で
「
中
振
袖
着
付
」
は
黒
の
着
物
が
禁

止
、「
花
嫁
着
付
」
は
大
振
袖
か
ら
白
無
垢

へ
と
変
更
に
な
る
。
全
国
大
会
へ
は
上
位

入
賞
者
複
数
名
を
派
遣
す
る
。
全
国
大
会

出
場
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

も
併
せ
て
出
場
の
お
声
掛
け
を
お
願
い
し

た
い
。
審
査
員
は
東
京
の
有
名
ヘ
ア
サ
ロ

ン
よ
り
2
名
を
お
招
き
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
広
告
の
獲
得
、
チ
ケ
ッ
ト
の
支
部
組
合

員
数
に
よ
る
案
分
し
た
依
頼
枚
数
を
お
願

い
し
た
い
。
引
き
続
き
各
支
部
に
お
い
て

お
声
掛
け
い
た
だ
き
た
い
。

　

議
長
第
4
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
5
号
議
案　

第
47
回
全
日
本
美
容
技
術

選
手
権
大
会
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
、
10
月
22
日
㈫
兵
庫
県

で
開
催
さ
れ
る
。
新
潟
の
前
回
徳
島
県
、

次
回
兵
庫
県
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
20
〜
30
名
の

皆
様
よ
り
ご
来
県
い
た
だ
い
た
の
で
、
同

様
に
兵
庫
県
へ
応
援
に
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て
ご
案

内
す
る
が
ぜ
ひ
ご
参
加
を
お
願
い
し
た

い
。

　

理
事
長
よ
り
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
第
3
回
理
事
会
（
上
越
）
が
10
月
20
日

㈰
・
21
日
㈪
の
開
催
と
な
っ
て
い
た
が
、

日
程
の
変
更
を
お
願
い
し
た
い
。

　

議
長
第
5
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
6
号
議
案　

組
織
強
化
活
動
に
つ
い
て

 

組
織
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
、
新
規
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
、
50
人
加
入
を
目
標
に
各
支
部
組
合
員

数
に
よ
り
最
低
達
成
人
数
を
提
示
し
、
協

力
を
お
願
い
が
さ
れ
た
。
今
年
度
は
加
入

手
数
料
５
，
０
０
０
円
免
除
は
な
し
と
す

る
。
全
美
連
か
ら
の
組
合
加
入
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
組
合
員
数
分
各
支
部
に
配
布

す
る
の
で
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。
自
己

都
合
脱
退
を
少
な
く
す
る
、
新
規
加
入
を

増
や
す
よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

議
長
第
6
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
7
号
議
案　

そ
の
他

（昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第768号美　容　に　い　が　た令和元年 5月 20 日（1）

君
が
代
と
は

「
君
が
代
は
、
千
代
に

八
千
代
に
、
さ
ざ
れ
石

の
巌
と
な
り
て
、
苔
の

む
す
ま
で
」

▼
明
治
に
な
っ
て
か

ら
、「
君
が
代
」
は
国

歌
と
し
て
、
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
天
皇
を
象
徴
と
し
た
お
祝

い
の
歌
と
し
て
、
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
太
平
洋
戦

争
ま
で
は
、
天
皇
に
捧
げ
る
歌
と

し
て
、学
校
で
教
え
ら
れ
て
き
た
。

※
千
代
に
八
千
代
に
「
永
遠
に
」

千
代
と
は
千
年
の
意
味
で
あ
り
、

八
千
代
と
は
千
年
以
上
を
意
味
し

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
掛

け
合
わ
せ
る
と
、
い
つ
ま
で
も
末

永
く
永
遠
に
と
い
う
意
味
に
な

る
。

※
さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
り
て
「
国

の
固
い
絆
」
小
さ
な
石
が
大
き
な

石
と
な
る
位
の
長
い
年
月
と
の
意

味
を
表
し
て
い
る
。

※
苔
の
む
す
ま
で
「
末
永
く
長
い

歳
月
」
こ
の
言
葉
も
長
い
年
月
を

意
味
し
て
い
る
の
で
、国
歌
の「
君

が
代
」
と
は
君
の
代
が
い
つ
ま
で

も
末
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
意
味
と
な
る
。

▼
今
で
は
、「
君
が
代
」
の
解
釈

が
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い

る
。
①
「
君
」
と
は
天
皇
を
意
味

し
、
天
皇
の
代
が
い
つ
ま
で
も
続

い
て
ほ
し
い
と
願
う
歌
。
②「
君
」

と
は
国
民
を
意
味
し
、
日
本
を
愛

す
る
人
々
が
、
強
い
絆
で
一
丸
と

な
っ
て
何
千
年
も
永
遠
に
平
和
な

世
の
中
を
築
い
て
い
こ
う
と
願
う

歌
。

▼
国
歌
の
解
釈
と
し
て
は
、
ど
ち

ら
か
、
国
民
一
人
一
人
に
任
せ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民

に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
平
成
か
ら
令
和
へ
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
「
君
が
代
」
で
す
。

「
上
皇
様
、
上
皇
后
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。」

�

理
事
（
見
附
支
部
長
）

�

岡
　
美
樹



①
タ
オ
ル
の
斡
旋
に
つ
い
て

② 
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
』の
購
読
促
進
に
つ
い
て

③ 
電
力
自
由
化
に
伴
う
新
電
力
『
ミ
ツ
ウ

ロ
コ
で
ん
き
』
へ
の
切
替
推
進
に
つ
い

て

　

以
上
、
事
業
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き

説
明
が
さ
れ
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

④ 

功
寿
賞
受
賞
者
申
請
状
況
に
つ
い
て

　

厚
生
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
提
案
が

さ
れ
、
本
来
の
功
寿
賞
表
彰
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
来
年
度
以
降
は

県
理
事
長
表
彰
以
上
を
受
賞
さ
れ
た
方
以

外
の
組
合
員
の
方
の
申
請
を
お
願
い
し
た

い
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

⑤
組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
9
月
15
日
〜
3
月
31
日
に

お
い
て
新
規
3
件
、
脱
退
81
件
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
た
。
自
己
都
合
脱
退
の
歯
止

め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

⑥
加
茂
支
部
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
、
支
部
と
し
て
は
存
続
し

て
い
る
。
今
後
加
茂
支
部
内
で
加
入
希
望

者
が
お
ら
れ
た
場
合
に
は
保
健
所
管
轄
等

を
考
慮
し
、
三
条
支
部
に
加
入
す
る
こ
と

で
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
統
合
等
に
つ

い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

⑦
そ
の
他

・  

理
事
長
よ
り
、
資
料
に
基
づ
き
、「
が
ん

罹
患
者
へ
の
情
報
提
供
の
推
進
」
事
業

の
説
明
が
な
さ
れ
、
国
の
補
助
金
の
申

請
中
で
あ
る
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
で
も
規
模
を
縮
小
し
て
と
は
な
る

が
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

教
育
部
長
よ
り
柏
崎
で
は
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

看
護
師
さ
ん
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
医
療
セ

ン
タ
ー
で
協
力
サ
ロ
ン
の
紹
介
が
さ
れ
て

い
る
。
監
事
よ
り
、
実
際
に
目
に
し
た
お

客
様
が
来
店
さ
れ
た
と
報
告
が
さ
れ
た
。

理
事
よ
り
、
施
術
の
際
は
人
目
に
触
れ
な

い
よ
う
、
個
室
や
時
間
を
ず
ら
す
等
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

　

理
事
長
よ
り
、
組
合
と
し
て
行
う
以
上

し
っ
か
り
と
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
美
容

師
さ
ん
を
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
講
習
会

を
開
催
し
、
受
講
・
認
定
さ
れ
た
美
容
師

さ
ん
の
紹
介
を
刷
新
す
る
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
病
院
や
保
健
所
に
お
い
て
い
た

だ
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
情
報
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
安
心
に
つ
な
げ
た

い
。

・  

理
事
よ
り
、
中
東
支
部
で
は
30
年
度
に

脱
退
者
が
多
か
っ
た
の
で
先
日
の
支
部

総
会
に
お
い
て
組
合
に
つ
い
て
理
事
長

か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
た
。
生
の
声
が

聴
け
て
好
評
だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・  

組
織
部
長
よ
り
、
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
電
気
は

月
６
，
０
０
０
円
以
上
で
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
価
格

の
改
定
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
、
わ

か
り
次
第
お
知
ら
せ
す
る
。

・  

厚
生
部
長
よ
り
、
6
月
17
日
に
厚
生
部

長
会
議
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
理
事
・
支
部
長
に
も
ご
出
席
を
お

願
い
し
た
い
。
理
事
よ
り
、
理
事
・
支

部
長
が
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
支
部
で

伝
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
頭
数
を

揃
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
、
第
2
回
理
事
会
構
成
メ

ン
バ
ー
で
の
共
済
勉
強
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
時
間
等
に
つ
い
て
は

改
め
て
連
絡
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
全
議
案
終
了　

午
後
2
時

美　容　に　い　が　た （昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第768号令和元年 5月 20 日 （2）組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

新しい時代「令和」が始まりました。「万葉集」から引用されたこの元号には
「人々が美しく、心寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」と言う意味が込められ、
平和な世の中への切なる願いが感じられ、優しさと気品があり、とても良いと
思いました。
弊社は、美容室経営の近代化を目指すコタ（株）の考えに賛同し、その方針に添
う営業活動をしています。その創業理念は「美を愛する心、文化を愛する心、
平和を愛する心」です。約40年前に制定されたそれは、「多くの人が美しいも
のに憧れ、美を愛する心を抱けば、そこに文化が生まれ、その文化を大切に愛
する心があれば、争いもなくなり平和を愛する心と世界が広がる」という想い
を表したものだったそうです。初めて聞いた時、意味は解りませんでしたが、
令和の時代になった今、思いの重なりに驚きを感じます。
今、美容界は激しく変化しています。低生産性から生ずる経営難から回避する
為に、業務委託やシェアサロン形式の店舗が増えています。何の為、誰の為の
サロン経営なのか考えさせられます。私たちは、ただの合理化ではなく、働く
意義や楽しさ、そして幸せも含め、合わせて継続経営していくことを近代化と
考えます。新しい時代に、皆が良い関係で、平和な世の中になる様に、これか
らも高生産性に果敢に挑んで行きたいと思っています。

■ 美を愛する心

株式会社  野田 http://www.noda-salon.com

第40回国家試験のお知らせ
実技試験：令和元年8月１日（木）
　【会場】　新潟理容美容専門学校（新潟市中央区川岸町2-１4-3）
　【課題】　カッティング及びワインディング
筆記試験：令和元年9月１日（日）
　【会場】　北海道、岩手県、宮城県、東京都、石川県、愛知県、大阪府、岡山県、
　　　　　広島県、愛媛県、福岡県、鹿児島県、沖縄県
合格発表：令和元年9月30日（月）

★願　書　配　布　期　間：令和元年5月7日（火）〜
★願　書　配　布　場　所：各養成施設
★願書等書類提出
　令和元年5月28日（火）まで（当日消印有効）
　簡易書留により（公財）理容師美容師試験研修センターへ郵送
★問 合 わ せ 先：（公財）理容師美容師試験研修センター
　☎03-5579-0911
　詳細については、（公財）理容師美容師試験研修センターのホームページ
　https://www.rbc.or.jp�　をご覧ください。

　※実技課題集購入希望の場合は、組合事務局までお問い合わせください

参加費は無料です。詳しくは弊社担当営業まで。

日 時＿6月24日（月）13:00～
会 場＿新潟支店スタジオ

日 時＿7月29日（月）13:00～
会 場＿上越支店スタジオ

講 師＿　　　　　グループ
 { door } by LIPPUL　
店長 石山 太樹 氏
現在サロンワーク、コンテスト、撮影などを
中心にメーカーインストラクターや人事担
当、人材育成に力を入れて活動中。

今だからこその ＮＯ刺激臭アンチエイジングカラー体験実習



組合新規加入者の紹介者に対し、奨励金として
5,000円を進呈します。
ぜひ、お仲間を組合へお誘いください!!
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本
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へ
の
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共
済
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※ 異なるサイズ（H167mm×W378mm、H168mm×W378mm、H168mm×W369mm、
H170mm×W249mm）もご用意しています。

財務省の記事下広告の活用 
（H169.5mm×W380mm）

www.mof.go.jp

本年（2019年）10月1日から消費税の軽減税 制率 度が実施されます。

全国で開催されています。日程・
場所等の情報は右記よりご確認
いただけます。

軽減税率制度説明会 検索

軽減税率制度説明会にぜひご参加ください。

軽減税率  国税庁 検索

軽減税率制度に
ついてはこちら

軽減税率対策補助金 検索

軽減税率対策補助金に
ついてはこちら

全ての事業者の方に関係があります！
飲食料品等の販売がない場合も、例えば、飲食
料品等の仕入がある場合は、帳簿上、軽減税率
対象である旨を明記する必要があります。

CHECK 軽減税率対策補助金が拡充されました！
中小企業・小規模事業者等の方向けに複数税率
対応レジの導入等を支援します。
ぜひご活用ください。

CHECK

８%
10%帳簿・請求書・レシート等の記載を

複数税率に対応させる必要があります。
レジや受発注・請求書管理システムの
導入・改修が必要となることがあります。

８%

10%

事業者の皆様！

準備はお済みですか
？

仕入税額控除の方式が変わります！
標準税率 と、 に係る軽減税率 について10％ 8％・飲食料品（酒類・外食を除く）

・新聞（定期購読契約された週２回以上発行されるもの）

（H168mm×W380mm）

－3－

※ 異なるサイズ（H103mm×W384mm、H167mm×W238mm）もご用意しています。
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「入学して思うこと」

庄司　姫華 美容科22回生
山形県立北村山高等学校出身

Produced by 新潟理容美容専門学校

　私は山形から入学して、学校に馴染めるか、友達はできるか、
学校の授業にもついていけるかどうかなど不安なことがたくさ
んありました。入学してからは私が思っていた以上に学ぶこと
がたくさんあり、美容の職業は豊富な知識が必要だと思いまし
た。
　入学して早々、 2泊 3 日のオリエンテーションがありました。
接客マナーを学び、お辞儀の角度や言葉遣い、一つ一つの仕草
に気をつけるなどたくさんのことを学びました。そして、クラ

スで紙飛行機対決や、人間知恵の輪でグループ対決をしたり、クラスメイトと一気に距離が縮
まりました。また学年全体でも先輩達が考えてくれたレクリエーションもあり、クラス全体の
絆も深まったし、他のクラスとも知り合いになったりと充実した研修でした。
　実習の授業ではワインディングが始まりました。思っていたよりも難しくなかなか思うよう
に巻けませんが、これから日々努力して他の人よりも一歩先に進んで行けるように頑張りたい
です。学科も衛生管理や運営管理、皮膚についても勉強が始まりました。そして美容師という
職業の時代背景など、とても広い範囲を学べるのでやりがいを感じています。
　国家試験合格を目指し、いろいろなことに挑戦しながら二年間頑張っていきたいです。

 6月 3日㈪ 第2回常任理事会� 組合会議室

レベルアップセミナー（競技大会）� 理美容会館

　　10日㈪ レベルアップセミナー（競技大会）� 理美容会館

　　17日㈪ 第2回理事会� 理美容会館

着付師社内検定学科試験� 理美容会館（予定）

新潟理容美容専門学校同窓会総会（懇親会）� 理美容学校（アートホテル新潟駅前）

　　24日㈪～25日㈫ 第39回東海北信越美容研修会� ホクト文化ホール（長野市）

共済・保険の請求先のご案内
①�共済会給付金申請（請求期限は事由
発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②�総合福祉共済給付金申請（請求期限
は事由発生から 1年以内）
　　�総合福祉共済ご加入者の方は組合
へご連絡下さい

③�賠償責任保険請求
　　支部長へご連絡下さい

給付項目 件数 給付金額（円）
１. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 １ 70,000
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 4 80,000
6. 慰労金 １ 80,000
7. 退職慰労金 １ 50,000

計 7 280,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から 6 ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 対象者
還暦祝金 昭和34年 6 月生まれ
古希祝金 昭和24年 6 月生まれ
銀婚祝金 平成 5年 7月〜平成 6年 6月結婚
金婚祝金 昭和43年 7 月〜昭和44年 6 月結婚
※�結婚・出産などの祝金、入院等の見舞金・人間
ドック補助金はその都度ご請求ください。
※�給付金を請求される際は、手続がスムーズに行
えるよう記入漏れ・印鑑の押し忘れ・書類の添
付忘れがないかもう一度ご確認ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
１. 配偶者死亡弔慰金 2 60,000
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 3 90,000
4. 結婚祝金 2 １20,000
5. 第１子誕生祝金 0 0
6. 子供誕生祝金 １ 20,000
7. 銀婚祝金（入籍後25年） 0 0
8. 金婚祝金（入籍後50年） 2 １00,000
9. 還暦祝金（満60歳） 0 0
１0. 古希祝金（満70歳） 2 20,000
１１. 長寿祝金 0 0
１2. 人間ドック補助金 １2 １１2,１83

計 24 522,１83

平成31年度　各種給付状況（ 4月）

●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から 1 年以内） 総合福祉共済 6 月の特別給付金対象者

平成30年 6 月 1 日以前加入の方が該当です。
事由発生日以前の請求は出来ませんのでご注意ください。

総合福祉共済 6 月の振替日
ゆうちょ銀行以外の金融機関………… 6月24日㈪
ゆうちょ銀行…………………………… 6月27日㈭
※口座へのご入金は前営業日までにお願い致します。

組
合
だ
よ
り

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内

1.16〜1.76 0.76〜1.36 0.30〜0.86
1.21

12年超 13年以内 1.18〜1.78 0.78〜1.38 0.30〜0.88
5年超　6年以内 13年超 14年以内 1.19〜1.79 0.79〜1.39 0.30〜0.89
6年超　7年以内 14年超 15年以内 1.21〜1.81 0.81〜1.41 0.31〜0.91
7年超　8年以内 15年超 16年以内 1.23〜1.83 0.83〜1.43 0.33〜0.93
8年超　9年以内 16年超 17年以内 1.25〜1.85 0.85〜1.45 0.35〜0.95
9年超  10年以内 17年超 18年以内

1.35〜1.95 0.95〜1.55 0.45〜1.0510年超 11年以内 18年超 19年以内
11年超 12年以内 1.17〜1.77 0.77〜1.37 0.30〜0.87 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等
基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：令和元年 5月 7日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

原則として、保証人は不要です。
上記の金利は、「担保を提供する融資を希望される方」に適用されます。審査によって金利が決定します。

「担保を不要とする融資を希望される方」は上記の金利に 0.3％以上上乗せになります。

事業部からのお知らせ

ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです

○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991
サロンに1冊

新潟理容美容専門学校からのお知らせ
実務実習生（及び店舗従業員）受入れのお願い

◎受付期間 令和元年 6月 8日㈯まで（実務実習生の場合）
就職の求人は随時お受けしております

◎申込方法 学校に求人票をご請求のうえ期間内にご提出下さいま
すようお願いいたします

実務実習要領
①実 習 期 間：令和元年 6月 15 日㈯～ 6月 30 日㈰
②実習生待遇：学校での技術実習のため無給

実務実習生（２年生）を受け入れていただける店舗を下記の要領で
お願いしております。なお実習生は令和２年３月卒業となりますの
で、従業員雇用を計画中の店舗には求人を兼ねさせていただきます。

〒951－8133 新潟市中央区川岸町2丁目14－3 TEL（025）266－1651FAX（025）266－0225
URL

▲

http://www.niigataribi.ac.jp E-mail

▲

nrb@niigataribi.ac.jp


